
２年  年間計画     ●印は単元の主な目標   

 
１  
 
学  
 
期  

【歴史的分野】 
 ・第４章 近世の日本 

   1 節 ヨーロッパ人との出会いと全国統一 

   ２節 江戸幕府の成立と鎖国 

３節 産業の発達と幕府政治の動き 

●織田・豊臣および江戸幕府の諸政策を通して新しい安定した社会が生まれ、その社会が長

く続いたことを理解する。●ヨーロッパ文化の伝来や東南アジア各地への日本人の渡航など

の対外関係が活発な時期から、外国との交渉が限定された時期へと移っていったことを理解

する。●安定した社会が次第に変化し、行き詰まっていく原因について、社会のしくみや経済

の変化などから考える。●産業や交通が著しく発達し、町人文化や各地方の生活文化が形成

されていった様子を、今日に残る文化財や史料などからとらえる。 

 

【地理的分野】 
 ・地域調査の手法 

   ●縮尺の大きな地図や主題図、景観写真などを活用して土地利用、地形などを読み取り、身近

な地域で見られるさまざまな地理的事象について気づく。●身近な地域の特色を、地域の自然

環境や人々の営みとの関わりに着目して多面的・多角的に考察する。 

 

 ・第２章 世界から見た日本のすがた 

   １節 世界から見た日本の自然環境 ２節 世界から見た日本の人口 

３節 世界から見た日本の資源・エネルギーと産業 

４節 世界と日本の結びつき 

●世界的視野から見た日本の地域的特色や、日本全体の視野から見た国内の諸地域の特色を

（「自然環境」）「人口」「資源・エネルギーと産業」「地域間の結び付き」の四つの観点からと

らえる活動を通して、日本の国土の特色をとらえる。●四つの観点から、世界と日本、日本の

国内の地域間を比較し関連付けて考察することで、日本の地域的特色を多面的・多角的にと

らえる視点や方法を身に付ける。 

 

・第３章 日本の諸地域 

   １節 九州地方       ５節 関東地方 

   ２節 中国・四国地方    ６節 東北地方 

   ３節 近畿地方       ７節 北海道地方 

   ４節 中部地方        

●日本の諸地域の地域的特色をとらえるとともに、そこで学んだことを基にして広い視野か

ら日本全体の地域的特色に気付く。●地域の特色ある事象を、他の事象と関連付けて考察す

ることを通して、地理的な見方や考え方を身に付ける。 

 

 ・地域のあり方 

   ●地域の課題を、地域内外の結び付き、地域がたどってきた変容、地域の今後の持続可能性な

どの視点からとらえる。●地域の在り方を、地域的特色や地域の課題と関連付けて、多面的・

多角的に考察させるとともに、課題解決の取り組みや課題解決に向けて構想したことを適切

に表現する。 

 

 
２  
 
学  
 
期  

 
３  
 
学  
 
期  

 

【歴史的分野】 
 ・第５章 開国と近代日本の歩み 

１節  欧米の進出と日本の開国 

   ２節 明治維新 

   ３節 日清・日露戦争と近代産業 

●欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解する。●明治新政府による

改革の特色を考え、明治維新によって近代国家の基礎が整えられて人々の生活が大きく変化

したことを理解する。●立憲制国家が成立して議会政治が始まり、日本の国際的地位が向上

したことを理解する。●日本で近代産業が発展し、近代文化が形成されたことを理解する。 

 
授業時数合計１０５時間  

 



 


